
信更地区人権住民集会
～ 人権を尊重し合う信更地区市民の集い ～

令和元年12月7日（土） 住民自治協議会教育文化部会 人権教育促進委員会、社会を明るく
する運動推進員会、更生保護女性会 及び 長野市立信更公民館 主催による、『信更地区人権
住民集会』を開催しました。
第1部では、信更小学校児童2名の発表、信更中学校 生徒2名の発表、人権啓発標語最優秀
賞の表彰式、第2部では、大町市立八坂小学校教頭の矢口高士 氏（善亭穴太氏）による、『落語
で人権学習？』 と題した講演会を行い、当日は65名もの方々にお越しいただきました。また、本
年度人権啓発標語選出校である、信更中学校の優秀作品7点を浄書いただき、会場に掲出しま
した。最優秀賞の標語につきましては、今年度も全戸配布いたしますので、各ご家庭での人権
啓発のお役に立てていただけましたら、幸いです。今回も多くの方のご協力を得まして、無事に
信更地区人権住民集会を開催することが出来ました。ありがとうございました。

救われる 心のこもった 一言で 一年 小林 一樹

👑優秀作品
考えよう きみの一言 刺さるかも
「助けて」の 見て見ぬふりは しないでね
あいさつは 心と心を つなぐ橋
誰とでも みんな仲良く 未来の輪
考えよう やっていいこと 悪いこと
よい言葉 相手の心 花が咲く

三年 畠山 虹美
三年 海沼 美桜乃
三年 大矢 祐翔
二年 松本 琉聖
一年 島田 優衣
一年 小柳 海斗

人権住民集会
令和2年1月31日

落語で人権学習？ 善亭穴太 氏

知らない人 少し知っている人 よく知っている人
長屋のコミュニケーション 生活のあらゆることを笑いに変
える「ふところ」の深さ
知ったかぶり 勘違い 仕事 遊び 暇 粋なおしゃべり
明るさ・機転（スマート）
人と人との関係はシーソー、その潤滑油はコミュニケーション
をとることのできる人間関係・環境をお互い構築すること

人権教育啓発標語
信更中学校１、２、３年生より提出いただきました標語の中から、人権教育促進委員の投票において選出されました

👑👑最優秀作品







 

 

 

 

 

  

「信更中学校人権宣言」 

前文 

信更中学校生徒会では平成 21年 6月に人権生徒集会を開き、いじめについて学びました。 

人権生徒集会や、全校でおこなったいじめについてのアンケート結果から、この中学校にも、

いじめで苦しんでいる人がいるという事がわかりました。そして、いじめをなくすためにはたく

さんの「勇気」が必要だということもわかりました。 

いじめをしてしまっている人は、いじめをやめる勇気。いじめを受けた人や、周りで見ている

人は、いじめをしている人に「やめろよ」、という勇気。 

しかし、わかっていてもなかなか勇気が出せないということもアンケートからわかりました。 

そこでいじめをしない、いじめを許さない、そんな信更中学校にするために、「信更中学校人

権宣言」を採択し、全校生徒で、勇気を出して、いじめをなくしていくことを約束します。 

 

第一条 

信更中学校生徒は、一人一人の違いを認め合い、いじめや仲間はずし、言葉の暴力を許さ

ず、互いの人権を尊重し合います。 

第二条 

  信更中学校生徒は、いじめを見たら絶対見すごしたり、見て見ぬふりをしたりせず、勇気を出

して注意します。 

第三条 

  信更中学校生徒は、いじめを受けた場合には、ゆうきを出して友達や先生、家族などに相談し

ます。 

第四条 

  信更中学校生徒は、人権を無視する行為が起きた場合には、全校の生徒や先生方お力を合わ

せて問題を解決します。 

第五条 

  信更中学校生徒はいつも周りにいてくれる友だち、先生方、家族などへの感謝の気持ちを忘

れず、互いに尊重し合います。 

第六条 

  この宣言に基づいて毎年６月に自分達の生活を振り返り、いじめをしない、させない、許さな

い信更中学校にしていきます。 

   平成２１年１２月１８日  長野市立信更中学校生徒会 


